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は じ め に

知 床 博 物 館 に よ る知 床 半 島 総 合 調 査 の 初 年 度 調

査 と して 、1982年 夏 に 知 床 半島 先 端 部 の 鳥 類 調査1

を行 っ た。

知 床 半 島 は 今 な お 原 生 的 動 物 群 集 の 残 され て い

る地 域 で あ り、 本 来 の 自然 条件 ドに お け る動 物 相

の 総 合的 調査 ・研 究 を 一一つ の地 域 で 実 施 で き る場

所 と して貴 重 で あ る。 知 床'卜島 の 総 合 的 調 査 と し

て は 、網 走道 立 公 園審 議 会(1954)、 北 海 道 教 育 委

員会(1967)、 帯 広 畜 産 大 学(1962)が あ る が、 こ

れ らは調 査 期 間 や地 域 が限 られ て お り全般 的 な動

物 相 の把 握 に は至 って い な い 。 最 近 に な って1979

年 と1980年 の2ヶ 年 で 知 床 半 島 自然 生 態 系 総 合 調

査 が 行 な わ れ た(大 泰 司(編)、1981)。こ の調 査 で は13

人 の 調査 ス タ ッフ と動 物 学 を専 攻 す る 多 くの 大学

院 生 や学 生 の 手 に よ っ て 、 長期 間 広 範 囲 に わ た る

脊 椎 動物 相 の 調 査 が 行 な わ れ て い る。 この ほか に、

知 床 半 島 の 鳥 類 相 につ い て は 広 野(1978)と 森

(1979)が 長 期 間 の 観 察 記 録 か ら、鳥 類 リ ス トと

季 節 的 変 化 をま とめ 報 告 して い る。

筆 者 は 今 調 査 に先 立 ち、1979年 と1980年 の 夏 に

そ れ ぞ れ2回 、知 床'卜島 先 端 部 の 鳥 類 につ い て調

べ た が(中 川 、1981)、 こ こで は そ の結 果の 一一部 も

引 用 して 報告 す る。

調査地の概要 と調査方法

知床半島先端部(知 床岬地域)は 、陸路もなく、

人の活動 も海岸 に点在する魚業番屋でわずかに行

なわれている程度である。それだけに本来の自然

環境 が長 く保たれてきた地域 と言える、,

調査範囲は斜里郡斜一里町と目梨郡羅臼町にまた

がり、知床岬とその周辺の海岸部及び標高20～50m

の知床岬台地草原、そして丘陵の森林地帯である。

海岸部は両町の境界をは さんで異 った景観 を示 し

ている。斜里町側は高さ20～40mの 海;食崖が続 き、

海岸線は複雑で侵食作用による奇岩や海食洞が多

写真1.知 床 半島先端部海岸線

く見 られ る そ して 、 干 潮 時 には 各 所 で 岩 礁 が広

く露 出 す る 。.一方、 羅 臼田丁イ則海 岸 は単 言周な転 石 浜

が続 き、 一一部 に切 り立 っ た崖 も あ る が 、 大部 分 は

や や急 な斜 面 を経 て 台 地 草 原 と な っ て い る。

知 床 岬 の 台 地Lは 平 担 な草 原 ま た は笹 原 で あ る。

ス スキ 、イ ワ ノ ガ リヤ ス 、エ ゾ ヨ モ ギ、ク マ イザ サ 、

チ シマ ザ サ 等 の 群 落 が大 部 分 を 占 め 、 一一部 に は ガ

ン コ ウ ラ ンや シ コ タ ンザ サ の 群 落 も 見 ら れ る、、丘

陵 の 森 林 は 、台 地 草 原 に接 す る部 分 が 広 葉 樹 林 と

な っ て い るぽ かは 、 ト ドマ ツの 多い針 広 混 交 林 で

あ 惹 、

調1査は1981年6月6～7日 、7月14～15日 の2

回 行 っ た 一 使 川 器具 は7倍 の 双 眼 鏡 、25倍 の 望遠

鏡 、 ワ イ ゼ ー 測 高 器 な どで あ る、 海 岸 部 の営 巣 地

調査 で は 船 も利 用 した⊂,

調 査 結 果 と考 察

(1)観 察 され た鳥 類

表1に 観察 され た鳥 類 の リス トと環 境 を示 す.

今 調 査 で36種 が観 察 され 、1979年 、1980年 の 結 果

を合 わ せ る と77種 の 鳥 類 が記 録 され た。 海 岸 、 岩

礁 帯 で は北 海 道:で冬 鳥 と さ れ て い るホ オ ジ ロ ガモ

や シロ カモ メ が 見 られ た ほ か 、 シ ノ リガ モ(雄 及

び雌 型)が 例 年観 察 され た。 カ ンム リカ イッ ブ リ、
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チ ュ ウ サ ギ 、 ツ メ ナ ガ セ キ レイ も北 海 道 で は 稀 な

種 類 で あ る。 海 岸 の岩 場 で 繁 殖 して い た の は ウ ミ

ウ、 オ オ セ グ ロ カ モ メ、ア マ ツバ メ 、イ ワ ツバ メ、

バ クセ キ レ イ、 イ ソ ヒ ヨ ドリ、 ハ シ ブ トガ ラ ス、

ハ シ ボ ソ ガ ラ ス の8種 で あ っ た。 海 に突 き出 た あ

る岩 場 に は オ ジ ロ ワ シ成 鳥 が しば しば 見 られ 、 近

く に営 巣 して い る もの と考 え られ た 。 羅 臼側 海 岸

で は オ ジ ロ ワ シ の亜 成 鳥 が 時 々観 察 さ れ た。 知 床

岬 沖 に広 が る岩 礁 帯 に は ウ ミウ 、 オ オセ グロ カモ

メの ほ か 、 ヒ メ ウ 、 ミツ ユ ビ カ モ メ、 ウ ミネ コ が

多数 見 られ 、 合 わ せ て500羽 を越 え る こ と も あ っ

た 。 岩 礁 帯 は 繁 殖 す る海 鳥 の 餌 場 と な る だ け で な

く、非 繁 殖 鳥 の集 結 す る場 所 と もなって い るよ うだ。

台 地 草 原 に は ビ ンズ イ、 ノ ゴ マ 、 ノ ビ タキ 、 シ

マ セ ンニ ュ ウ、 ア オ ジ、 カ ワ ラ ヒ ワ が 多 く、 カ ワ

ラ ヒ ワ は10羽 前 後 の群 れ が しば しば 観 察 され た 。

ノ ゴマ は海 岸 へ の 斜 面 に 多 く見 られ た。

森 林 内 で は37種 の鳥 類 が 観 察 され 、 林 縁 部 で オ

オ タ カ や ノ ス リが 見 られ た 。1980年5月22EJに は

渡 りの途 中 と思 われ る ジョウ ビタキ が1羽 見 られた 。

(2)啓 吉 湾 の 海 鳥 繁 殖 地

知 床 岬 に近 い啓 吉 湾 内 に あ る独 立 岩 は 、 ウ ミウ

と オ オ セ グ ロ カモ メ の 繁殖 地 と な っ て い た 。 知 床

半 島 西 側 海 岸 の宇 登 呂 と知 床 岬 の 間 に は ウ ミウの

コ ロ ニ ー が 続 い て お り、 営 巣 数 の 合 計 は1979年 で

690巣 が数 え ら れ た。1980年305巣 、1981年489巣

と年 に よ る変 動 が 見 られ た が、 現 在 知 られ る限 り

極 東 で最 大 の 繁 殖 地 で あ る。 ま た 、 オ オ セ グ ロ カ
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図1.啓 吉湾内の独立岩南面におけるウ ミウの営巣場所

モメも1979年 以降毎年400巣 以上が数えられ、道

東太平洋岸の離島 と並ぶ重要 な繁殖地 となってい

る(中 川、1981及 び未発表資料)。

啓吉湾の独立岩は、営巣数は少ないながらも陸

上から観察で きる数少ない海鳥営巣地の一つであ

る。 ここでのウ ミウの営巣数 にも年次変動 が見 ら

れた(表2)。 また、同 じ繁殖期間中での営巣数や

営巣位置の変動 もあった(図1)。 この営巣地では

1979年 から3年 の間にウ ミウの営巣数 が減 り、か

わって1979年 には営巣のなかったオオセグロカモ

メが1981年 には25巣 に増 え、独立岩上部の平担地

は完全にオオセグロカモメにとってかわられた。

1980年7月 にはこの独立岩の上部 に旗の付いた

測量用ポールが立てられていたことから、 この年

の営巣に少 なからぬ人為的影響があったと思 われ

表2.啓 吉湾独立岩のウ ミウ営巣数の変動

1979
調 査 日

%z

19801981

%%%%

る。 この年 を除 くと人為的影響はなかったと考 え

られることから、営巣数や営巣位置の繁殖期間中

の変動の要因として、ウ ミウの個体差 による繁殖

開始時期のずれ、捕食者による営巣阻害 と再営巣

などが考えられる。この営巣地ではウ ミウの卵 を

ねらうハ シボソガラスとオオセグロカモメが見ら

れ、巣中のウ ミウが防衛する場面 も見られた。調

査中にオジロワシ1羽 が営巣地の上 を旋回 したこ

とがあった。この時はカモメの声で騒然 となり、

独立岩から多 くのオオセグロカモメとウ ミウが飛

び立った。オジロワシは営巣地 を襲 うことなくや

がて飛び去 ったが、森(1980)は オジロワシが単

独あるいはつがいで岩棚 に営巣 している海鳥を襲

い、親鳥かひなを片足でぶ らさげて逃げ、繁殖地

が騒然 となったことを報告 している。

営 巣 数3929 185 64

(3)カ ラス類の岩棚営巣

海岸線 にはハ シブトガラスとハシボソガラスが

営巣 していたが、そのほとんどが海食崖の岩棚 に

営巣 しており、樹上の巣は少なかった。営巣する

カラス類は二種のみで、ワタリガラスの営巣はな
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表3.カ ラ ス類 の 岩 棚 営 巣
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図2.カ ラス類の岩棚営巣箇所
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写 真2.ハ シボ'ノガラス営 巣地(Nd6)と 周辺 の環 境

写 真3.ハ シボ ソ ガ ラ ス営 巣 地(Nα16)

写 真4.ハ シボ ソ ガ ラ スの 幼 鳥(Nα3)

写 真5.ハ シブ トガ ラス糊 膜(N(L19)と 巣 を離れた親鳥



か っ た。

今調 査 で は8ヶ 所 の巣 を調 べ た が 、 い ず れ も岩

棚 に作 られ て お り、 う ち2ヶ 所(ハ シ ブ トガ ラ ス

1ヶ 所 、 ハ シボ ソ ガ ラ ス1ヶ 所)が 抱 卵 中 で あ っ

た 。 他 の6ヶ 所 は カ ラ スの 姿 が な く、 産 卵 、抱 卵

と も確 認 で'きな か っ た 。 知 床 半島 先 端 部 上ユ外 で も

この 年、'卜島 中.央部 の カ シ ュ ニ で ハ シボ ソ ガ ラ ス

が 、 幌 別 で ハ シ ブ トガ ラ ス が岩 棚 の巣 で抱 卵 して

いた 、 こ の 二ヶ所 と も ウ ミウ の コ ロニ ー の 中 に営

巣 して い た もの で あ る 。8月 に は宇 登 呂 の オ ロ ン

コ岩 に カ ラ スの 岩 棚Lの 一巣 が あ っ た が、 す で に カ

ラ スの 姿 は 兄 られ な か 一♪た 。 ・今・調 査:に1979年 と19

80年 の 調 査 結 果 を 合 わ せ る と知 床'卜島 先端 部 の 海

岸線 約8kmに20ヶ 所 、 中 央 部 に3ヶ 所 の 岩 棚'営巣

が 見 ら れ た う ち抱 卵 の 確 認 で きた もの が ハ シ ブ

トガ ラ ス2ヶ 所 、 ハ シボ ソ ガ ラ ス6ヶ 所 で'、一巣 立

ち前 の 幼 鳥 の確 認 で きた もの が ハ シボ ソ ガ ラ ス2

ヶ所 で あ る(図2、 表3)。 岩 棚 の一巣 は 海 に面 して
　 　

お り、 満 潮 や し けの 時 は巣 の ドが海 面 と な る もの

ば か りで'あっ た(写 真)。 ハ シボ ソ ガ ラ スの 岩 棚 営

巣 につ い て は 、26年 前 に 同 じ く知 床 半 島 先端 部 で

2ヶ}i斤見♂×すられ て お り(ノldH、1956)ノ>1口1は 再

石崔認 と い え る。

ハ シボ ソ ガ ラ スは 樹Lに 営 巣 す るの がlh}通 で あ

る,時 に は海 岸 の 崖 の 岩棚 や くぼこ地 、 土rや 古 い

ビ ル に も営.巣す る が そ れ は 営 巣 に適:した 樹 木 の無

い.場合 に限 られ る(Goodwin,1976)。 しか し、 我

が 国 で 岩 棚 へ の営 一巣 が 見 られ る の は現 在 知 ち れ る

限 り知 床'卜島 だ け で あ る 。 一・方 、 ハ シ ブ トガ ラ ス

の営 巣 は樹Lで 行 な わ れ 、 放 送 局 の ア ンテ ナ や送

電 塔:に営 一巣 した例 も あ るが(清 棲 、1978っ 浜 日 、

198δ)、崖 の 岩棚 へ の 営 巣 は こ れ まで 知 ら れ て い な

い 、

抱 卵 や 産 卵 の確 、1忍で'きな か っ た巣 は 、 抱 卵 中 の

巣 に近 接 して い る もの が 多 い1.Nα8とNα9の 巣 と

の距 離 は わ ず か38mで'あ り、Nα9で'抱 卵 中 の っ が

い の ナ ワ バ リの 中 にNα8の 巣 が あ っ た 、,両巣 と も

前 年 に は な く、 この 年 新 た に作 られ た もの で ある。

Nq9の つ が い が 造.巣途 中 で'放一棄 した もの と も思 わ

れ る が、 他 の 同 じよ うな一空 の 巣 も抱 卵 中 の 〕巣 に近

い もの が 多い こ と か ら、 繁 殖 中 の つ が い が ナ ワバ

リi勾に複 数 の巣 をf乍る こ と も 考 え られ る.71j15

日 には す で・に 繁殖 を終 えた 後 と思、わ れ 、Nα9、Nα

8と 善、カ ラ スの姿 は な か った が 、Nq8の 巣 に は 新

図3.岩 棚 巣Nq9に 営.巣の つ が い の 防衛 範 囲

写 真6.啓 吉 湾 の岩 棚 巣(Nα9)と 湾 内 の 独 立 岩

写 真7.岩 棚巣(Nα9)で 抱 卵中 のハ シボソガラス

た な巣 材 が補 強 され て い た。

Nq9の 巣 で は6月7目 に雌 と思 わ れ る1羽 の ハ

シボ ソ ガ ラ ス が抱 卵 して お り、雄 と思 わ れ る1羽

・は 約100m離 れ た 啓.吉湾 内 の 独 立 岩(ウ ミウ と オ オ

セ グロ カモ メの 営 巣 地)Lに 常 時 見 られ た(図3)。

一巣 材 に は 木 の 小 枝 や つ る が使 わ れ て お り、魚 場 で

使 わ れ て い る ロ ー ブ や ひ も類 も混 っ て い た 、,産座

には 木 の 皮 や 獣 一毛 が しか れ て い た 。 観 察 位 一置か ら

は 卵 が2個 見 え た。8時40分 か ら15H、¥40分 の 観 察

中 に 、 この つ が い の ナ ワバ リ中 に侵 入 した カ ラ ス

一53一



知 床博 物 館 研 究 報告 ・第4集 ・1982

を撃退する場面が5回 見 られた。ハ シボソガラス

のナワバリ防衛について羽田 ・飯田(1966)は 、

産卵、抱卵期 には雄のみが攻撃する型が70.5%と

多く、雌雄17.5%、 雌のみが12%と 少 ないと報告

しているが、この巣では5回 とも雄 と巣 を離れた

雌の2羽 で侵入者への攻撃が行なわれた。抱卵中

の雌への雄 による給餌 は見 られず、雌は観察中に

3度 巣 を離れ干潮 となっていた岩礁上で採食 した。

うち2回 はナワバ リ内であったが、1回 は啓吉湾

東の岩礁 に飛び、 ここで採食中の15羽 のカラス類

に混って採食 していた。観察中に巣の上空 をオジ

ロワシが約一分間旋回 したが、その間抱卵中の雌

は巣中でじっと動かずにいた。これはミFreezing"

による防衛行動 とも思われた。

知床半島先端部では海岸線や台地草原 にハシボ

ソガラスが広 く分布 しており、ハシブ トガラスは

番屋周辺 に集中 して見られた。特に番屋の賄 いの

おばさんが魚の処理 をする時 には数多くのハシブ

トガラスが集 まり、6月8日 朝 に文吉湾で見られ

た42羽 のカラスはすべてハ シブ トガラスであった。

文吉湾 を除 く海岸線では営巣するもののすべてと、

観察 されたカラスの大部分はハシボソガラスである。

Higuchi(1979)は 、 ハシブ トガラスとハ シボソ

ガラスの二種 に棲み分けが見 られ、森林や市街地、

ゴミ捨て場 などにハ シブ トガラスが生息 し、平野

部の耕作地や川原など樹木のある開けた環境 にハ

シボソガラスが生息す るとしている。知床半島先

端部 の海岸線では、番屋周辺の人の活動す る地域

にハシブ トガラスが多く、他の海岸地域にはハシ

ボソガラスが広 く分布 していた。

知床半島先端部 でカラスの岩棚営巣が一般的に

行なわれるのはなぜであろうか。この地域では海

岸岩礁帯には貝類や甲殻類、ウニなど豊富な餌が

分布 している。また、魚類や鳥類、海獣類の漂着

死体も多くカラス類の主 な餌場 となっている。一

方、カラス類の捕食者である猛禽類、特にオジロ

ワシが生息 していることもこの地域の特徴である。

森(1980)に よると、知床半島で繁殖するオジロ

ワシに捕食 される餌の46.8%は 鳥類であり、その

うちハシブ トガラスとハ シボソガラスが35%を 占

めている。Yom-Tov(1974)は 餌 と捕食がハ シボ

ソガラスの繁殖 に与える影響の研究 から、餌の分

布が繁殖の成功を限定する第1の 要因であること

を示 し、餌が分散 している時には親は巣 を離れて

長い時間 を過すため、 ヒナが捕食者 に攻撃 されや

すいとしている。これらから考 えると、知床半島

先端部では岩礁 に近い海岸線 に営巣することが、

繁殖の成功率を高めることになると思 われ、一方、

海岸の台地上は草原であり、崖にもほとんど樹木

が無 いことから岩棚への営巣 が一般的 となってい

るのではないだろうか。
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